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１ 委員紹介 

 ２ 議題 

（１）新・町田市交通安全行動計画について 

  ア ２０２１年度上半期の町田市内の交通事故発生状況について 

  イ 第１０次東京都交通安全計画の結果及び町田市内の交通事故状況について 

  ウ ２０１７年度から２０２０年度の取組状況及び評価について 

（２）「（仮称）第３次町田市交通安全行動計画」について 

  ア 第１１次東京都交通安全計画の概要について 

イ 町田市内の交通事故状況について 

ウ 市民意識調査の結果について 

エ 目標値及び施策について 

３ その他 
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表1　交通人身事故発生件数

表2　月別発生件数

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

71 58 53 34 49 53 318

50 55 54 31 28 39 257

21 3 -1 3 21 14 61

0 0 1 0 0 0 1

0 1 1 1 1 2 6

86 66 61 35 55 60 363

表3　時間帯別発生件数

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 計

1 2 6 28 54 32 51 42 40 42 14 6 318

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 2 6

0 1 6 28 61 32 65 49 46 52 16 7 363

死者

重傷者

軽傷者

時間帯

発生件数

前年比

2020年発生件数

2021年発生件数

死者

2020年上半期 257 0 4 294

1

重傷者

軽傷者

2 69前年比 61

1

町田警察署管内　交通事故発生状況

発生件数 死者 重傷者 軽傷者
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表4　年齢層別発生件数

幼園児 小学生 中学生 16～19 20～24 25～29 30代 40代 50代 60～64 65～69 70～74 75～79 80～ その他 計

15,527 22,459 10,512 15,493 20,751 17,728 39,287 57,854 57,127 20,928 21,185 27,257 22,330 35,619 384,057

0.00% 0.03% 0.05% 0.16% 0.27% 0.32% 0.23% 0.17% 0.22% 0.23% 0.17% 0.16% 0.09% 0.05% 0.17%

1当件数 0 0 2 14 34 23 38 37 66 28 20 26 17 8 5 318

2当件数 0 6 3 11 22 33 51 60 57 20 15 18 4 10 8 318

1.2当合計 0 6 5 25 56 56 89 97 123 48 35 44 21 18 13 636

死者 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

重傷者 0 0 0 2 0 1 0 0 1 1 0 0 0 1 6

軽傷者 4 7 5 16 24 38 55 73 65 19 17 21 6 13 363

計 4 7 5 18 24 39 56 73 66 20 17 21 6 14 0 370

表5　状態別発生件数
乗用車 貨物車 特殊車 自動二輪 原付 自転車 歩行者 その他 物件等 計

1当件数 220 54 0 10 12 16 0 6 0 318

2当件数 109 18 0 28 28 65 62 0 8 318

1.2当合計 329 72 0 38 40 81 62 6 8 636

死者 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

重傷者 0 0 0 3 1 0 2 0 0 6

軽傷者 148 17 0 35 29 71 63 0 0 363

計 148 17 0 38 31 71 65 0 0 370
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表6　路線別発生件数

死者 重傷者 軽傷者

0 0 8

0 0 9

0 0 36

0 0 18

0 1 23

0 0 12

0 0 2

0 0 3

0 1 15

大型貨物車 20歳代男性

☆交通死亡事故概要

路線 市道

事故の当事者

原付 30歳代男性 死亡

発生日 2021年3月2日(火)

発生時間 午前2時40分ころ

場所 町田市鶴川6丁目

2

3

国道246号 9

町田街道 36

鎌倉街道 18

鶴川街道 24

芝溝街道 12

成瀬街道

旧町田街道

駅前通り 16

国道16号 8

路線名 件数
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表1　交通人身事故発生件数（南大沢署管内全体）

表2　交通人身事故行政区別発生状況（件数）

表3　月別発生件数

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

13 7 12 13 6 8 59

10 13 7 4 12 1 47

3 (6) 5 9 (6) 7 12

0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 1 2

18 7 15 13 6 8 67

死者

重傷者

軽傷者

前年比

南大沢警察署管内　交通事故発生状況
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表4　時間帯別発生件数

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 計

0 0 0 2 8 7 13 10 8 7 3 1 59

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2

0 0 0 2 7 10 14 11 9 10 3 1 67

表5　年齢層別発生件数

幼園児 小学生 中学生 16～19 20～24 25～29 30代 40代 50代 60～64 65～69 70～74 75～79 80～ その他 計

2,194 3,537 1,761 2,192 2,517 1,820 5,001 8,056 6,427 2,102 2,285 2,698 2,060 2,938 45,588

0.09% 0.14% 0.06% 0.27% 0.20% 0.49% 0.30% 0.29% 0.37% 0.14% 0.31% 0.22% 0.24% 0.07% 0.26%

1当件数 0 2 0 2 2 3 8 12 14 2 6 2 3 1 2 59

2当件数 2 3 1 4 3 6 7 11 10 1 1 4 2 1 3 59

1.2当合計 2 5 1 6 5 9 15 23 24 3 7 6 5 2 5 118

死者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重傷者 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2

軽傷者 2 3 1 4 3 7 9 10 12 1 5 6 2 2 0 67

計 2 3 1 4 3 7 9 10 14 1 5 6 2 2 0 69
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表6　状態別発生件数
乗用車 貨物車 特殊車 自動二輪 原付 自転車 歩行者 その他 物件等 計

1当件数 43 8 0 0 1 5 0 2 0 59

2当件数 13 6 0 7 6 11 13 0 3 59

1.2当合計 56 14 0 7 7 16 13 2 3 118

死者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重傷者 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2

軽傷者 22 7 0 6 7 12 13 0 0 67

計 22 7 0 7 7 13 13 0 0 69

表7　路線別発生件数 南大沢管内（町田市）
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第１０次東京都交通安全計画の結果について 

 

（１）交通事故の状況（第１０次計画の目標と成果） 

■死者数は長期的な推移をみると概ね減少傾向にあり、令和元年には戦後最少の１３３人まで

減少したが、令和２年には１５５人に増加した。死傷者数は年々減少し、平成１２年からの

２０年間で３割以下に減少している。第１０次計画の目標「死者数１２５人以下」及び「死

傷者数２８,０００人以下」については未達成。 

 

○第１０次計画では、「令和２年までに、２４時間死者数を１２５人以下とすること」及

び、「令和２年までに、死傷者数を２８,０００人以下とすること」を目標とし、交通安

全対策を実施してきた。 

○死者数の長期的な推移をみると、平成４年に５００人台に増加した後は、概ね減少傾向に

あり、令和元年には戦後最少の１３３人まで減少したが、令和２年には１５５人に増加し

た。 

○死傷者数は、平成１２年の１０５，４８６人から減少傾向にあり、令和２年には２９，０

４３人となり、平成１２年からの２０年間で３割以下に減少している。 

○しかし、死者数と死傷者数どちらも第１０次計画において掲げた目標には届かなかった。 

 

図 第１０次計画期間の死者数と死傷者数の推移 

      ※発生件数は、交通事故のうち、人の死傷のあったもの（人身事故）の件数である。 

ただし、昭和４０年以前の事故件数には、物損事故が含まれる。 また、昭和３２年までの発生

件数は、概ね７日以下の負傷及び２万円以下の物損事故を除いている。 

   （出典）東京都「第１１次 東京都交通安全計画」  

資料４ 
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（２）重点課題ごとの交通事故の状況 

  第１０次東京都交通安全計画では、道路交通の安全について、「高齢者の交通安全の確保」、

「自転車の安全利用の推進」、「二輪車の安全対策の推進」、「飲酒運転の根絶」の４つを重点課

題とし、施策を実施した。 

  これら４つの課題と、「子ども」の交通事故の状況については、以下のとおりとなっている。 

 

① 高齢者の交通安全の確保 

・６５歳以上の高齢者の交通事故死

者数は長期的にみると減少傾向に

あるが、令和２年の死者数は６０

人と、都内の交通事故全体の約３

９％を占めている。他の年齢層と

比較して致死率が高く、都内の高

齢者人口の割合２３％と比較して

も、死亡事故に至る割合が高くな

っている。 

・高齢者の状態別死者数の内訳をみ

ると、歩行中が最も多く、次に自転

車乗用中の死者が多く発生してい

る。 

 

 

 

 

 

   （出典）東京都「第１１次 東京都交通安全計画」 
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② 子どもの交通安全の確保 

・子どもが第１当事者又は第２当事者として関与した事故の発生件数は、平成２２年の３，１

９４件から令和２年の１，２３４件に減少した。一方で、死者数は、おおむね横ばい傾向で

推移しており、ゼロには至っていない。 

・子どもの事故発生状況を時間帯別でみると、概ね１６時から１８時の時間帯が多くなってい

る。また、幼児、小学生、中学生の中で比較すると、小学生の事故が多く発生している。 

・子どもの事故発生状況を状態別でみると、歩行中の事故が全体の約４割、自転車乗用中の事

故が全体の約６割を占めている。 

 

 

 

 

 

   （出典）東京都「第１１次 東京都交通安全計画」 

  



- 4 - 

 

③ 自転車の安全利用の推進 

・自転車関連事故が全事故に

占める割合（自転車関与

率）は、令和２年において

４０．６％となっており、

増加傾向にある。また、全

国平均の２１．９％と比べ

ても高くなっている。 

・自転車乗用中の死者数は、

平成２２年の４１人から令

和２年の３４人に減少した

が、近年は横ばいの傾向で

ある。また、都内の交通事

故による死者に占める割合

は約２割となっており、全

国と比較すると、高い割合

となっている。 

・自転車が第１当事者、第２

当事者となった事故の合計

件数のうち、自転車側に信

号無視など何らかの違反が

あった割合は、５割を超

え、増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

   （出典）東京都「第１１次 東京都交通安全計画」 
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④ 二輪車の安全対策の推進 

・二輪車乗車中の死者数は、平

成２２年の７２人から令和

２年には４０人に減少した。

しかし、都内の交通事故によ

る死者に占める割合は約２

６％となっており、全国と比

較すると、高い割合となって

いる。 

・二輪車乗用中の死者数及び第

１当事者、第２当事者となっ

た事故の合計件数では、40 歳

から６４歳までの中高年層

がどちらも高い割合を占め

ている。 

 

 

 

 

 

⑤ 飲酒運転の根絶 

・都内における飲酒事故は、危

険運転致死傷罪の創設及び厳

罰化、道路交通法の罰則強化

などにより、大きく減少した

が、近年はおおむね横ばい傾

向であり、令和２年は飲酒事

故が１５１件、そのうち死亡

事故は５件となっている。 

・アルコールは人の認知判断能

力を低下させることから、事

故の結果が重大になることが

多く、都内の飲酒事故の致死

率は、事故全体の致死率より

高くなっている。 

 

 

 

 

   （出典）東京都「第１１次 東京都交通安全計画」 



表１：交通事故件数、死者数、重傷者数、軽傷者数の前年比較

2019年 2020年 増減 2019年 2020年 増減
855 666 -189 30,467 25,642 -4,825
4 8 4 133 155 22
11 13 2 1,252 1,225 -27
950 747 -203 33,525 27,663 -5,862

グラフ１：交通事故（人身事故）発生件数の過去５年推移

表２、グラフ２：重点課題ごとの事故件数　過去5年推移(１当＋２当) （件）

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

347 337 307 328 235
57 46 37 42 40
214 236 223 236 169
191 208 187 222 168
158 172 151 169 139

自転車の事故件数
二輪車の事故件数
歩行者の事故件数

町田市における交通事故発生状況

町田市 東京都

交通事故件数　　　（件）
死者数　　　　　（人）
重傷者数　　　　（人）
軽傷者数　　　　（人）

高齢者の事故件数
子どもの事故件数

952 947

851 855
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（件）

目標値857件（2021年時点）

資料5

【死亡者・重傷者内訳】

（年齢別）

【交通死亡事故類型】

【市内の交通死亡・重傷事故の要因】

→2017年から2020年までの死亡者・重傷者のうち、約40％が高齢者です。

→2017年から2020年までの歩行者の交通死亡・重傷事故のうち、約40％が横断歩道を横断中です。



2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

28 １．子ども
等への交
通安全教
育の充実

市・警察・
交通安全
協会

未就学児・児童・
生徒・学生を対象
にした交通安全
教室の実施回数

４２回 ３９回 ３７回 ４６回

（2017年度）
小学校自転車教室、中学校自転車教室、町田市民交通安全フェスティバル
（2018年度）
小学校自転車教室、中学校自転車教室、町田市民交通安全フェスティバル
（2019年度）
小学校自転車教室、中学校自転車教室、町田市民交通安全フェスティバル、パリコレッ！キッズフェスティバル
(2020年度）
小学校自転車教室、中学校自転車教室

○ 対面での教室実施が難しい時は、リモートによる教室を実施し、子どもたちが自転車の交通ルー
ルや正しい乗り方などを習得できた。

28 ２．高齢者
への交通
安全教育
の充実

市・警察・
交通安全
協会

高齢者を対象に
した交通安全教
室の実施回数

８回 ９回 ３１回 １０回

（2017年度）
高齢運転者安全運転教室、歩行者シュミレーターを活用した交通安全教室（原町内会）
（2018年度）
高齢運転者安全運転教室、歩行者シュミレーターを活用した交通安全教室（原町内会）、作業療法士による運転の視野
についての講話
（2019年度）
高齢運転者安全運転教室、サポカーの乗車体験、作業療法士による運転の視野についての講話、無事カエル大作戦！
交通安全いきいきキャンペーンなど
（2020年度）
高齢運転者安全運転教室、ふれあい館での交通安全講話

○
2020年度は新型コロナの影響により、前年度に比べ実施回数は減少したものの、講話だけでな
く、体験型・参加型の交通安全教室を毎年度実施し、高齢者の交通安全への理解を深めること
ができた。

29 ３．現役世
代への交
通安全教
育の充実

市・警察・
交通安全
協会

現役世代を対象
にした交通安全
教室の実施回数

３回 ４回 ３回 １回

（2017年度）
ペーパードライバー安全運転教室、自転車安全運転スタンプラリー、白バイ隊員による二輪車実技教室
（2018年度）
ペーパードライバー安全運転教室（2部制）、自転車安全運転スタンプラリー、白バイ隊員による二輪車実技教室
（2019年度）
ペーパードライバー安全運転教室、ペーパーライダー安全運転教室、自転車安全運転スタンプラリー
（2020年度）
白バイ隊員による二輪車実技教室

○ 2020年度は新型コロナの影響により、前年度に比べ実施回数は減少したものの、講話だけでな
く、体験型・参加型の交通安全教室を毎年度実施し、より印象に残る取組を実施できた。

29 ４．自転車
交通安全
教育の充
実

市・警察・
交通安全
協会

自転車利用者を
対象にした交通
安全教室の実施
回数

４２回 ３９回 ３６回 ４６回

（2017年度）
小学校自転車教室、中学校自転車教室、自転車安全運転スタンプラリー
（2018年度）
小学校自転車教室、中学校自転車教室、自転車安全運転スタンプラリー
（2019年度）
小学校自転車教室、中学校自転車教室、自転車安全運転スタンプラリー
（2020年度）
小学校自転車教室、中学校自転車教室

○ 対面での教室実施が難しいため、リモートによる自転車教室を実施し、子どもたちが自転車の交
通ルールや正しい乗り方などを習得できた。

30 ５．二輪車
交通安全
教育の実
施

市・警察・
交通安全
協会

二輪車の運転者
を対象にした交
通安全教室の実
施回数

１回 １回 １回 １回

（2017年度）
白バイ隊員による二輪車実技教室
（2018年度）
白バイ隊員による二輪車実技教室
（2019年度）
ペーパーライダー安全運転教室
（2020年度）
白バイ隊員による二輪車実技教室

○ なし

32 １．交通安
全情報の
発信

市・警察・
交通安全
協会

街頭等での啓発
キャンペーンの
実施回数（地域イ
ベント等を除く）

２５回 ２９回 ２６回 ８回

（2017年度）
高齢者対象、自転車利用者対象、二輪車運転者対象、踏切事故防止キャンペーン
（2018年度）
高齢者対象、自転車利用者対象、市民全般対象
（2019年度）
高齢者対象、自転車利用者対象、市民全般対象
（2020年度）
高齢者対象、自転車利用者対象、市民全般対象

○ 2020年度は新型コロナの影響により、前年度に比べ実施回数は減少したものの、普段、交通安
全教室などに出向かない方々にも交通安全啓発を実施できた。

基本方針 基本施策
ページ

数
個別施策 実施主体 確認指標

確認指標に対する実績
特記事項（新型コロナの影響など）

新・町田市交通安全行動計画の振り返りについて
進捗状況の

評価
実績の詳細

１．交通安
全意識の
啓発

１．対象者
に応じた交
通安全教
育の推進

２．交通安
全啓発の
推進

資料６
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
基本方針 基本施策

ページ
数

個別施策 実施主体 確認指標
確認指標に対する実績

特記事項（新型コロナの影響など）進捗状況の
評価

実績の詳細

32 ２．他分野
の事業等
を活用した
啓発活動
等の推進

市・警察・
交通安全
協会

地域イベント等に
おける啓発活動
回数

２回 ２回 ６回 ３回

（2017年度）
相原ふれあいフェスティバル、アレサふれあいまつり
（2018年度）
相原ふれあいフェスティバル、アレサふれあいまつり
（2019年度）
RUN伴まちだ、金井フェスティバル、南町田まちのがっこう祭、つくし野コミュニティセンターまつり、ゼルビア男気コース、
パリコレッ！キッズフェスティバル
（2020年度）
鶴間公園防犯スポーツプロジェクト、Future Park Lab、紅葉まつり

◎ 2020年度は新型コロナの影響により、前年度に比べ実施回数は減少したものの、普段、交通安
全教室などに出向かない方々にも交通安全啓発を実施できた。

33 ３．交通安
全キャン
ペーンの推
進

市・警察・
交通安全
協会

各運動・キャン
ペーン中におけ
る広報活動の実
施回数

６回 ７回 ６回 ５回

（2017年度）
全国交通安全運動（春）（秋）、ＴＯＫＹＯ交通安全キャンペーン、暴走族追放強化期間
（2018年度）
全国交通安全運動（春）（秋）、自転車安全利用TOKYOキャンペーン、ＴＯＫＹＯ交通安全キャンペーン、ハイパースムー
ズ作戦、トワイライト・オン運動、暴走族追放強化期間
（2019年度）
全国交通安全運動（春）（秋）、無事カエル大作戦！交通安全いきいきキャンペーン、ＴＯＫＹＯ交通安全キャンペーン、ト
ワイライト・オン運動、暴走族追放強化期間
（2020年度）
全国交通安全運動（春）（秋）、ＴＯＫＹＯ交通安全キャンペーン、トワイライト・オン運動、暴走族強化期間

○ なし

１．交通安
全意識の
啓発

２．交通安
全啓発の
推進
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
基本方針 基本施策

ページ
数

個別施策 実施主体 確認指標
確認指標に対する実績

特記事項（新型コロナの影響など）進捗状況の
評価

実績の詳細

35 １．地域や
事業者、協
働団体等と
の連携・協
力体制の
充実

市・警察・
交通安全
協会

交通安全活動を
連携・協力して実
施した団体数

２０団体 ３０団体 ４０団体 ３１団体

【（順不同）　※警察及び交通安全協会を除く】
（2017年度）
町内会・自治会、町田市私立幼稚園協会、小学校、中学校、ＰＴＡ、神奈川中央交通（株）、町田ドライヴィングスクールな
ど
（2018年度）
南多摩東部建設事務所、ＪＡＦ、オートバックス町田店、㈱ミラリード、青山学院大学陸上競技部（長距離ブロック）など
（2019年度）
老人クラブ連合会、町田市社会福祉協議会、町田ママの会、ＦＣ町田ゼルビア、ＡＳＶペスカドーラ町田、キヤノンイーグ
ルスなど
（2020年度）
相模原市、都立高校、高齢者交通指導員、民生委員、まちだサポータズ、日本交通安全教育普及協会、観光コンベン
ション協会、ふれあい館（桜館、いちょう館、くぬぎ館、もみじ館）、鶴間公園、町田東急ツインズ、南町田グランベリーパー
クなど

○

（市民生活安全課）
2020年度は新型コロナの影響により、様々な事業が中止となったことから連携・協力した団体数
が減少した。

（学務課）
2020年度は新型コロナの影響により、例年行っている現地での合同安全点検では行わず、それ
ぞれの機関で調査と安全対策を実施した。

35 ２．地域や
事業者、協
働団体等と
の連携・協
力による啓
発活動等
の推進 市・警察・

交通安全
協会

地域や事業者、
協働団体等と連
携・協力して実施
した事業数

１１事業 １８事業 ２３事業 １７事業

【（順不同）　※警察及び交通安全協会のみと連携して実施した活動を除く】
（2017年度）
小学校自転車教室、中学校自転車教室、町田市春の交通安全教室、町田市民交通安全フェスティバル、町田市民交通
安全のつどいなど
（2018年度）
キラキラ大作戦☆タスキでつなぐ交通安全、転倒予防教室、踏切事故防止キャンペーン、ゆずり合いキャンペーン、作業
療法士による運転の視野についての講話など
（2019年度）
私立幼稚園協会を通じたメール配信、バスへの啓発ポスター掲示、無事カエル大作戦！交通安全いきいきキャンペー
ン、サポカーの乗車体験、RUN伴まちだ、金井フェスティバルなど
（2020年度）
小学校自転車教室、中学校自転車教室、ゆずり合いキャンペーン、高齢者街頭啓発キャンペーン、民生委員による啓発
チラシ配布、都立高校との啓発キャンペーン、保険会社と連携した啓発チラシ配布、ふれあい館での交通安全講話、鶴
間公園での啓発、芹が谷公園（Future Park Lab）での啓発、薬師池公園（紅葉まつり）での啓発、クリスタルブリッジでの
啓発など

◎
2020年度は新型コロナの影響により、様々な事業が中止となったことから前年度より減少した。

４．事業者
等の安全
確保の推
進

37 １．事業者
等の安全
確保の推
進

市・警察・
交通安全
協会

事業者を対象に
した交通安全教
室の実施回数

２回 ２回 ２回 ０回

（2017年度）
幼稚園バス運転者を対象とした安全運転教室
（2018年度）
幼稚園バス運転者を対象とした安全運転教室
（2019年度）
幼稚園バス運転者を対象とした安全運転教室

○
2020年度は新型コロナの影響で安全運転教室は実施できなかったものの、事業者向けの交通
安全動画を作成し、周知した。2017年度から2019年度は安全運転教室を実施し、事業者の交通
安全意識を向上することができた。

40 １．生活道
路の改良

市
改良をした生活
道路等の路線数

５路線 ３路線 ２路線 １路線

（2017年度）
忠生642号線、鶴川23号線（その8）、鶴川332号線、忠生470号線、南1638号線
（2018年度）
堺26号線、鶴川23号線（その9）　、鶴川332号線（その2）
（2019年度）
鶴川384号線、鶴川23号線（その10）
（2020年度）
鶴川23号線（その１1）

○
2020年度は予算が有り事業進捗があったが、2021年度は新型コロナの影響で予算が0となって
おり、事業が止まっている状況。

40 ２．幹線道
路等の整
備

市

幹線道路等（都
市計画道路・準
幹線道路も含む）
の整備延長

なし ３６０ｍ なし なし
2018年度に都市計画道路3・4・34号線（金森）を開通した。その他の路線も工事着手に向け、関係機関との協議・調整を
進めている。

○
2021年度から新型コロナの影響で本来必要な予算が縮小されており、予定より出来高が下がっ
ている路線がある。（忠生630号線）

42 １．安全性
を確保する
施設の整
備 市

安全性を確保す
る施設の整備件
数

３４件 ２４件 ２０件 １３件

道路特定事業
要望対応
カラー舗装
区画線設置
通学路グリーン舗装

○ なし

３．地域や
関係機関・
団体との
連携・協力
の推進

２．道路交
通環境の
整備

１．安全な
道路の整
備

２．安全性
を高める施
設・設備等
の整備

１．交通安
全意識の
啓発
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
基本方針 基本施策

ページ
数

個別施策 実施主体 確認指標
確認指標に対する実績

特記事項（新型コロナの影響など）進捗状況の
評価

実績の詳細

44 １．自転車
走行空間
の確保

市・警察
自転車走行レー
ンの整備延長

２９８．０
ｍ

９４０．０
ｍ

３３０．０
ｍ

３２０．０
m

（2017年度）
南１８０１号線（町３・４・６号線）
（2018年度）
町３・４・３４号線、忠生９４３号線、町田６２３号線
（2019年度）
町田９５号線、７４９号線
（2020年度）
町田９５・７４９号線

○ 市内優先設置箇所において、計画通り、警視庁協議及び工事を進めることができた。

44 ２．自転車
等駐車場
の整備

市
民営自転車駐車
場の設置補助件
数

なし なし

自転車
駐車場
200台

バイク駐
車場
74台

０件
（2019年度）
自転車駐車場
バイク駐車場

○ 2019年度に要綱廃止により、新規整備の申請はありませんでした。

46 １．重大事
故発生箇
所など危険
箇所の点
検の実施 市・警察

重大事故発生箇
所での安全点検
の実施回数

８回 ４回 ４回 ８回

（2017年度）
原町田、相原町、木曽東、山崎町、成瀬台、鶴間、野津田町、金井町
（2018年度）
相原町、忠生、図師町、原町田
（2019年度）
玉川学園、小山田桜台、旭町、成瀬
（2020年度）
小山ヶ丘（２回）、真光寺、根岸、森野（２回）、鶴川、大蔵町

46 ２．通学路
点検の実
施

市・警察
通学路点検の実
施回数

２０校 ２３校 ２０校 １９校 隔年で市内小学校４２校の通学路点検実施 ○
2020年度は新型コロナの影響により、PTAが集まって活動することが難しい学校もあり、点検箇
所の抽出に苦慮した。また、例年行っている現地での合同安全点検では行わず、それぞれの機
関で調査と安全対策を実施した。

46 ３．地域団
体による周
辺道路の
点検の実
施

市・警察

町内会・自治会
等からの道路環
境改善要望にお
ける対策を実施
した件数

４９件 ４３件 ３２件 ２６件 市政懇談会、町内会・自治会から挙げられた道路環境改善要望に対して対策を実施 ○ なし

47 １．道路の
維持・補修

市
安全性を確保す
る施設の補修件
数

２,８２９
件

２,８０２
件

２１,５７５
件

２,９６５
件

街路灯補修件数（電球交換・器具交換）
街路樹補修件数（剪定・伐採等）
防護柵補修件数（ガードレール・横断防止柵・フェンス）
ポール補修件数（ポストコーン）
区画線補修件数
道路反射鏡修繕件数
その他補修

○ なし

47 ２．道路占
用の許可・
指導

市・警察
不法占用物撤去
要望の対応件数

６２件 ６８件 ９３件 ２６２件
違反広告物撤去
占用者への指導(要望対応）

○ なし

49 １．交通実
態に即した
規制の実
施 警察

49 ２．先行交
通対策の
実施

警察

51 １．交通違
反の取締り
の実施

警察

51 ２．自転車
運転者へ
の交通指
導取締りの
実施

警察

３．道路交
通秩序の
維持

１．交通規
制等の実
施

２．指導取
締りの実施

２．道路交
通環境の
整備

３．自転車
利用環境
の整備

４．安全を
確保する
点検の実
施

５．道路の
適正な維
持・管理

4



2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
基本方針 基本施策

ページ
数

個別施策 実施主体 確認指標
確認指標に対する実績

特記事項（新型コロナの影響など）進捗状況の
評価

実績の詳細

51 ３．自動車
等の点検・
整備の推
進 警察

53 １．路上駐
車等の抑
止

警察

53 ２．放置自
転車の抑
止

市
撤去した放置自
転車の台数

３,９７９
台

３,１００
台

２,４５８
台

１,４２８
台

市道に放置されている自転車の撤去を随時実施 ◎
放置自転車等の多い時間帯・場所で重点的に撤去を行う等の対策を実施することにより、放置
自転車等を4,009台、撤去台数を1,030台減少させた。

３．道路交
通秩序の
維持

２．指導取
締りの実施

３．駐車秩
序の確立

5
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第１１次東京都交通安全計画の概要について 

 

 

第１１次計画の概要 

① 計画の位置づけ（根拠法：交通安全対策基本法） 

  国の第１１次交通安全基本計画（令和３年３月２９日決定）に基づき、東京都交通安全対策

会議が策定する、都内の陸上交通の安全に関する諸施策の大綱であり、区市町村が作成する交

通安全計画の指針となるもの（計画期間：令和３年度から令和７年度までの５か年）。 

 

 ②目標（道路交通事故の目標） 

(1) 令和７年までに、24時間死者数を１１０人以下とすることを目指します。 

(2) 令和７年までに、死傷者数を２７,０００人以下とすることを目指します。 

 

なお、目標数値の24時間死者数「１１０人」を、30日以内死者＊１数に換算すると、概ね

「１４９人」となる＊2。 

 

＊１ 「３０日以内死者」とは、交通事故発生から３０日以内（発生日を初日とする。）に死亡した人をい

う。 

＊２ 換算には、令和元年の都内２４時間死者数１３３人に対する３０日以内死者数１８０人の比率１．３５

を用いている。 

 

 道路交通事故のない社会を達成することが究極の目標であるが、本計画期間内にこの目標を達

成することは困難と考えられることから、まずは、交通事故による死傷者をゼロに近づけること

を目指し、本計画では、上記のとおり目標を設定した。 

 

   （出典）東京都「第１１次 東京都交通安全計画」 

 

  

資料７ 
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 ③重視すべき視点 

■本計画においては、第１０次計画で定めた重点課題及び施策の方向性に、子供の交通安全

の確保等を新たに加え、重視すべき視点として整理・設定し、各種の交通安全施策に取り

組むことにより、交通事故及び交通事故死傷者の発生を抑制する。 

 

表 第１１次計画における重視すべき視点 

〈第１０次計画における重点課題〉 

  ・高齢者の交通安全の確保 

  ・自転車の安全利用の推進 

  ・二輪車の安全対策の推進 

  ・飲酒運転の根絶 
→ 

〈第１１次計画における重視すべき視点〉 

  ・高齢者及び子供の交通安全の確保 

  ・自転車の安全利用の推進 

  ・二輪車の安全対策の推進 

  ・飲酒運転の根絶 

  ・先端技術の活用 

  ・「新しい日常」に対応した交通安全対策の推進 

  ・東京 2020 大会を踏まえた交通安全 

 

 ④重視すべき視点と主な取組 

  ７つの重視すべき視点と主な取組は次のとおりとなる。 

 

図 重視すべき視点と主な取組 

   （出典）東京都「第１１次 東京都交通安全計画 概要版」 
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2021.7.12 

日本能率協会総合研究所 

 

町田市交通安全に関する市民意識調査結果 

 

１．回収状況 

 

         ※郵送回答は 2021 年 7 月 1日受託者受領分まで 

         ※WEB 回答は 2021 年 6 月 26 日回答分まで（回答終了データのみ） 

 

２．回答結果（速報） 

Ⅰ 生活の変化について                                 

問１ 日常の移動で主に利用する交通手段 

■コロナ前 

○交通手段別の利用率をみると、徒歩が 82.9％と最も高く、電車、自家用車、バスが続く。 

○自転車は 22.1％、電動アシスト付き自転車は 14.6％、バイクは 6.2％と他の交通手段と

比べて低い状況となっている。 

 

 

図 日常の移動で主に利用する交通手段（コロナ前）  

実数 回答率

3,000

回収数 郵送 1,035 34.5%

ＷＥＢ 447 14.9%

合計 1,482 49.4%

発送数

82.9%

22.1%

14.6%

6.2%

68.6%

52.8%

74.6%

21.5%

1.8%

7.1%

58.5%

65.0%

72.1%

21.5%

34.4%

13.7%

58.4%

45.1%

10.1%

19.4%

20.4%

21.7%

10.0%

12.8%

11.7%

20.1%

53.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

徒歩

自転車

電動    付き

自転車

バイク

自家用車

バス

電車

タクシー

その他

利用していた 利用していない 未回答・不明

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

資料８

７ 
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■現在（with コロナ） 

○現在の交通手段別の利用率をみると、徒歩が 82.9％と最も高く、自家用車、電車、バス

が続く。 

○コロナ前と比較し、電車、バスといった公共交通の利用率が低下している。 

 

 

図 日常の移動で主に利用する交通手段（現在） 

 

 

図 日常の移動で主に利用する交通手段（コロナ前と現在の比較）  

82.9%

19.8%

14.1%

5.9%

67.9%

37.3%

55.5%

14.2%

1.4%

7.3%

60.5%

65.5%

71.9%

22.1%

47.2%

30.4%

64.6%

47.3%

9.9%

19.7%

20.4%

22.2%

9.9%

15.5%

14.1%

21.2%

51.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

徒歩

自転車

電動    付き

自転車

バイク

自家用車

バス

電車

タクシー

その他

利用している 利用していない 未回答・不明

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

82.9%

22.1%

14.6%

6.2%

68.6%

52.8%

74.6%

21.5%

1.8%

82.9%

19.8%

14.1%

5.9%

67.9%

37.3%

55.5%

14.2%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

徒歩

自転車

電動    付き

自転車

バイク

自家用車

バス

電車

タクシー

その他 コロナ前 現在

n=1,482
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■コロナ終息後の予測 

○コロナ終息後の交通手段をみると、電車、バスは増加すると回答した割合が２～３割と

なる（コロナによる利用の減少が、コロナ終息後回復に向かうと考えられる）。 

○徒歩、自家用車は利用が増加すると回答した回答者が１割程度みられる。 

 

 
図 日常の移動で主に利用する交通手段（コロナ終息後の予測） 

 

問２ 外出頻度の変化 

○外出頻度の変化をみると、増加したと回答した回答者は１％にも満たず、８割の回答者

が減少したと回答した。 

○また、ほぼ外出しなくなったと回答した回答者も１割程度みられた。 

 

図 外出頻度の変化  

3%

2%

1%

0%

6%

6%

7%

4%

0%

71%

41%

35%

32%

60%

43%

43%

37%

22%

13%

4%

5%

2%

11%

20%

31%

6%

1%

1%

31%

37%

43%

11%

13%

4%

26%

19%

2%

4%

3%

2%

2%

6%

4%

9%

9%

10%

18%

20%

21%

10%

12%

11%

19%

49%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自転車

電動    付き

自転車

バイク

自家用車

バス

電車

タクシー

その他

減少 変化なし 増加 利用しない わからない 未回答・不明

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

0.7%

9.2%

24.8%

23.3%

33.3%

8.2%

0.5%

増加した 変化なし

やや減少（２、３割程度減） 半減程度減少

大幅に減少（７、８割程度減） ほぼ外出しなくなった

未回答・不明

n=1,482
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Ⅱ 交通安全の意識や行動について                             

問３ 日常生活のなかで、交通安全についての意識 

○「とても意識する」と回答した回答者は約半数を占め、95.7％の回答者が意識すると回

答している。 

○重点課題別にみると、高齢者は「とても意識する」と回答する割合が高い傾向がみられ

る。 

 

 

図 日常生活のなかで、交通安全についての意識（重点課題別） 

 

48.3%

57.0%

45.7%

48.3%

46.2%

34.7%

27.6%

37.9%

39.1%

36.3%

12.8%

10.9%

13.1%

9.2%

13.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全回答者

高齢者

自転車

二輪車

歩行者

とても意識する 意識することがある 時々意識することがある

どちらでもない あまり意識することはない 意識することはない

まったく意識しない 未回答・不明

n=1,482

n=479

n=457

n=87

n=1,228
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問４ 日常的に通る町田市内の道路について、安全に通行できると感じているか 

○「とても安全に通行できる」と回答した回答者は２％にとどまるものの、安全に通行で

きると回答した割合※は６割を占める。 

○重点課題別で回答に大きな相違はみられない。 

 

 

図 安全に通行できると感じているか（重点課題別） 

 

  

1.8%

1.5%

1.8%

2.3%

1.7%

22.5%

24.8%

20.4%

20.7%

22.8%

34.3%

33.6%

33.3%

37.9%

34.9%

13.2%

8.6%

11.6%

13.8%

12.5%

21.4%

23.0%

25.6%

20.7%

21.8%

3.0%

4.0%

4.8%

2.3%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全回答者

高齢者

自転車

二輪車

歩行者

とても安全に通行できる 安全に通行できる やや安全に通行できる

どちらでもない あまり安全に通行できない 安全に通行できない

まったく安全に通行できない 未回答・不明

n=1,482

n=479

n=457

n=87

n=1,228
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問５ 道路を歩くときに、交通安全について気をつけていること 

○道路を歩くとき交通安全について気をつけていることとしては、「道路を渡るときは、車

が止まったのを確認してから渡る」と回答した利用者が８割と最も多く、「道路を横断中

も、右と左をよく見て、車が来ていないかを確かめる」「携帯電話やスマートフォンを見

ながら歩かない」「車の往来がないときでも、信号を必ず守る」が続く。 

○一方、「夜に歩くときは、目立つように明るい服や反射材を付ける」は気をつけていると

回答した割合が著しく低いものとなっている。 

○また、「道路を横断するときは、運転手に目で合図してから渡る」については、気をつけ

ていると回答した割合は 35.6％にとどまっている。 

 

 

図 道路を歩くときに、交通安全について気をつけていること 

 

※問 1の設問で「徒歩」を利用手段と回答した回答者に限定していない（全回答者の回答）  

38.9%

42.6%

80.8%

35.6%

70.7%

57.6%

39.5%

67.1%

8.8%

3.8%

0.9%

0.0% 50.0% 100.0%

歩道がない道路では、道路の右側を歩く

道路を渡るときは、少し遠回りになっても

横断歩道を渡る

道路を渡るときは、車が止まったのを確認

してから渡る

道路を横断するときは、運転手に目で合

図してから渡る

道路を横断中も、右と左をよく見て、車が

来ていないかを確かめる

車の往来がないときでも、信号を必ず守る

歩行者用信号が点滅したら、渡り始めず

に次に信号が変わるまで待つ

携帯電話やスマートフォンを見ながら歩か

ない

夜に歩くときは、目立つように明るい服や

反射材を付ける

その他

特に気をつけていることはない

回答率

n=1,482
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問６ 歩行者として利用するとき交通安全上不安に思っていること 

○歩行者として利用するとき不安に思っていることとしては、「交通ルールやマナーを守ら

ない自転車の運転者が多い」が最も多く、「道路が狭い」「歩道が歩きにくい」が続く。 

 

 

図 歩行者として利用するとき交通安全上不安に思っていること 

※問 1の設問で「徒歩」を利用手段と回答した回答者に限定していない（全回答者の回答） 

  

29.3%

50.5%

31.0%

15.8%

45.6%

24.5%

40.1%

23.5%

9.2%

11.8%

6.3%

8.7%

8.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

交通ルールやマナーを守らない歩行者が

多い

交通ルールやマナーを守らない自転車の

運転者が多い

交通ルールやマナーを守らない自動車や

バイクの運転者が多い

住宅地域に入る車が多すぎる

道路が狭い

見通しが悪い、信号機がないなど、危険

な交差点が多い

歩道が歩きにくい（幅が狭い、段差が多

い、放置自転車や看板等の障害物が多い

等）

歩道が少ない

横断歩道が少ない

標識が見にくい、分かりにくい

交通ルールや安全な歩き方などを知る機

会がない

その他

特に不安に思っていることはない

回答率

n=1,482
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問７－１ 自転車を運転等するときに、交通安全について気をつけていること 

○現在自転車を利用している回答者の回答をみると、「携帯電話やスマートフォンを見なが

ら運転しない」「まわりが暗くなったら、ライトをつける」の回答が多く、「傘を差しな

がら運転しない」「信号を必ず守る」が続く。 

○一方、「自転車が走ってもよい歩道以外は車道を走る」「定期的に自転車を点検・整備す

る」は気をつけていると回答した自転車利用者の割合は低いものとなっている。 

 

 

図 自転車を運転等するときに、交通安全について気をつけていること 

  

13.9%

22.5%

25.6%

24.5%

27.8%

25.7%

31.4%

28.1%

18.7%

25.2%

28.3%

32.5%

19.5%

13.6%

22.8%

2.0%

0.6%

34.4%

59.1%

68.1%

64.3%

72.6%

67.8%

83.8%

74.0%

49.5%

67.8%

74.4%

85.1%

50.1%

35.9%

60.0%

4.2%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自転車が走ってもよい歩道以外は車道を走る

車道の右側は走らない

歩道を通行する際は、歩行者を優先し、車道寄りを徐

行する

飲酒をしたら、自転車を運転しない

二人乗りをしない（子ども乗せ自転車は除く）

横に並んで走らない

まわりが暗くなったら、ライトをつける

信号を必ず守る

「止まれ」の標識がある箇所は、一時停止をする

危険防止以外にベルを鳴らさない

傘を差しながら運転しない

携帯電話やスマートフォンを見ながら運転しない

車道や歩道に自転車を停めない

定期的に自転車を点検・整備する

自転車損害賠償保険等に加入している

その他

特に気をつけていることはない

全回答者（n=1,482）

自転車利用者（n=457）

回答率
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問７－２ 町田市内の道路を自転車の運転者として利用するとき、交通安全上、不安に思っ

ていること 

○現在自転車を利用している回答者の回答をみると、「道路が狭い」が最も多く、「自転車

がどこを走れば良いのかわかりにくい」、「交通ルールやマナーを守らない自転車の運転

者が多い」が続く。 

 

 

図 自転車の運転者として利用するとき、交通安全上、不安に思っていること 

  

9.4%

14.0%

8.4%

4.0%

10.9%

6.1%

19.4%

10.1%

16.3%

4.3%

6.7%

3.6%

3.1%

3.2%

22.5%

33.5%

20.6%

9.8%

25.8%

15.3%

49.5%

26.7%

42.7%

9.6%

17.3%

8.5%

7.4%

7.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

交通ルールやマナーを守らない歩行者が多い

交通ルールやマナーを守らない自転車の運転者が多い

交通ルールやマナーを守らない自動車やバイクの運転

者が多い

子どもの歩行者が多い

高齢の運転者や歩行者が多い

住宅地域に入る車が多すぎる

道路が狭い

見通しが悪い、信号機がないなど、危険な交差点が多

い

自転車がどこを走れば良いのかわかりにくい

道路標識や道路標示が見にくい、わかりにくい

道路上に、違法駐車や放置自転車、看板などの障害物

が多い

交通ルールや安全な運転方法などを知る機会がない

その他（具体的に：

特に不安に思っていることはない

全回答者（n=1,482）

自転車利用者（n=457）

回答率
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問８－１ 自動車やバイクを運転等するときに、交通安全について気をつけていること 

○現在自動車、バイクを利用している回答者の回答をみると、「飲酒をしたら、自動車やバ

イクを運転しない」が 78.0％と最も多く、「子どもや高齢者がいるところでは、十分に注

意を払う」「携帯電話やスマートフォンを見ながら運転しない」が続く。 

○一方、「制限速度を守って運転する」「道路から歩道を通って住宅や店舗の駐車場に入る

ときは、歩道の手前で一時停止する」は気を付けていると回答する回答者が半数程度に

とどまっている。 

 

 

図 自動車やバイクを運転等するときに、交通安全について気をつけていること 

※回答率算出の際の分母を要検討  

54.6%

38.9%

55.4%

53.1%

58.4%

54.6%

41.8%

51.8%

58.1%

58.8%

46.4%

2.6%

0.4%

71.3%

50.7%

73.4%

69.9%

77.0%

72.0%

54.5%

68.3%

76.1%

78.0%

62.1%

3.6%

0.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

前を走る車との車間距離を十分に空ける

制限速度を守って運転する

交差点では、歩行者や自転車が出てきても止まれるよ

う注意して通過する

歩行者や自転車がいるところでは、歩行者や自転車の

安全を必ず優先する

子どもや高齢者がいるところでは、十分に注意を払う

横断歩道があるところでは、横断歩行者がいないか注

意する

道路から歩道を通って住宅や店舗の駐車場に入るとき

は、歩道の手前で一時停止する

交差点で対向車に進路を譲られたときに、対向車の脇

から出てくる車両等に気を付ける

携帯電話やスマートフォンを見ながら運転しない

飲酒をしたら、自動車やバイクを運転しない

定期的に自動車やバイクを点検・整備する

その他

特に気をつけていることはない

全回答者（n=1,482）

自動車・バイク利用者（n=1,023）

回答率
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問８－２ 自動車やバイクの運転者として利用するとき交通安全上、不安に思っていること 

○現在自動車、バイクを利用している回答者の回答をみると、「交通ルールやマナーを守ら

ない自転車の運転者が多い」が最も多く、「道路が狭い」「高齢の運転者や歩行者が多い」

「交通ルールやマナーを守らない歩行者が多い」が続く。 

 

 

図 自動車やバイクの運転者として利用するとき交通安全上、不安に思っていること 

  

21.4%

30.4%

19.0%

5.8%

22.2%

8.7%

29.6%

17.5%

18.5%

9.5%

16.4%

11.3%

3.4%

4.4%

3.5%

28.8%

41.3%

25.2%

7.3%

29.2%

11.0%

38.4%

22.9%

24.2%

12.5%

21.9%

14.8%

4.4%

6.0%

3.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

交通ルールやマナーを守らない歩行者が多い

交通ルールやマナーを守らない自転車の運転者が多

い

交通ルールやマナーを守らない自動車やバイクの運転

者が多い

子どもの歩行者が多い

高齢の運転者や歩行者が多い

住宅地域に入る車が多すぎる

道路が狭い

見通しが悪い、信号機がないなど、危険な交差点が多

い

自転車がどこを走れば良いのかわかりにくい

道路標識や道路標示が見にくい、わかりにくい

ガードレールやカーブミラー、街路灯等の交通安全施

設が足りない

道路上に、違法駐車や放置自転車、看板などの障害

物が多い

交通ルールや安全な運転方法などを知る機会がない

その他

特に不安に思っていることはない

全回答者（n=1,482）

自動車・バイク利用者（n=1,023）

回答率
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問９ 子どもや高齢者が道路を利用していて、危ないと思う場面を見かけることがあるか 

○子ども（概ね中学生以下）に対しては、５割の回答者が自転車利用時に、４割の回答者

が徒歩の際に危ないと思う場面を見かけると回答している。 

○子ども（概ね高校生）に対しては、５割強の回答者が自転車利用時に危ないと思う場面

を見かけると回答している。 

○高齢者に対しては、約半数の回答者が徒歩、自動車、自転車利用時に危ないと思う場面

を見かけると回答している。 

 

 

図 道路を利用していて危ないと思う場面を見かけることの有無（ありと回答した比率） 

  

48.7%

43.1%

21.9%

55.7%

26.5%

46.5%

20.0%

45.2%

49.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自転車

徒歩

バイク

自転車

徒歩

自動車

バイク

自転車

徒歩

子
ど
も
（
概

ね
中

学
生

以
下

）
子

ど
も
（
概

ね
高

校
生

）
高

齢
の

方

回答率

n=1,482
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問 10 自身の免許の返納に関する考え 

○高齢者の３割は「すでに返納した」「いずれ返納する予定がある」と回答している一方で、

４割の高齢者が「いずれ返納するつもりだが、今のところ予定は立てていない」と回答

している。 

○後期高齢者においても約３割の回答者が「いずれ返納するつもりだが、今のところ予定

は立てていない」と回答している。 

 

 

 

図 自身の免許の返納に関する考え（高齢者・非高齢者別の回答） 

  

13.6%

25.0%

0.2%

4.5%

15.2%

15.0%

10.3%

11.9%

41.5%

28.6%

61.6%

55.1%

4.2%

3.6%

4.4%

4.3%

0.2%

0.0%

0.2%

0.2%

15.7%

17.1%

8.4%

10.7%

0.8%

0.0%

11.8%

8.2%

8.8%

10.7%

3.2%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者

後期高齢者

非高齢者

合計

すでに返納した いずれ返納する予定がある

いずれ返納するつもりだが、今のところ予定は立てていない 返納するつもりはない

返納制度を知らない 免許を持ったことがない

わからない 未回答・不明

n=479

n=140

n=1,003

n=1,482
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問 11 市や警察が行う交通安全の取組のうち、以前よりも進んだと思う取組 

○進んだと思う取組としては、「見守りや点検等の通学路での子どもの交通安全確保」の回

答が最も多く、「市内の主要な幹線道路の整備」「自転車走行空間の整備」が続く。 

○一方、進んでいないと思う取組としては、「自転車運転者の指導、取締」の回答が最も多

く、「自転車走行空間の整備」「歩行空間の整備」が続く。 

 

 

図 市や警察が行う交通安全の取組のうち、以前よりも進んだと思う取組 

  

17.5%

18.0%

3.7%

13.2%

8.0%

13.8%

7.9%

8.6%

4.3%

4.3%

29.5%

13.2%

21.8%

10.3%

12.0%

20.6%

18.8%

12.0%

61.6%

60.4%

60.6%

49.6%

62.4%

58.4%

53.2%

48.8%

63.4%

59.5%

49.9%

62.6%

50.1%

52.6%

47.6%

37.0%

48.9%

57.6%

12.1%

12.2%

26.2%

28.9%

19.6%

18.0%

30.1%

33.9%

23.1%

26.3%

11.9%

14.5%

18.6%

28.3%

30.9%

33.8%

23.3%

21.8%

8.7%

9.4%

9.4%

8.3%

10.0%

9.8%

8.8%

8.7%

9.3%

9.9%

8.8%

9.7%

9.6%

8.8%

9.4%

8.6%

9.0%

8.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ホームページやチラシ、ポスターによる

広報・啓発

子どもへの交通安全教育

一般成人への交通安全教育

高齢者への交通安全教育

自動車・バイク運転者への交通安全教育

自動車・バイク運転者の指導、取締

自転車運転者への交通安全教育

自転車運転者の指導、取締

歩行者への交通安全教育

歩行者の注意、指導

見守りや点検等の通学路での子どもの

交通安全確保

住民や地域団体が交通安全活動に参加

する機会・役割づくり

市内の主要な幹線道路の整備

住宅から幹線道路に出るまでに利用す

る生活道路の拡幅整備

歩行空間の整備

自転車走行空間の整備

自転車駐車場の整備

ガードレール、カーブミラー、街路灯など

の交通安全施設の整備

以前より進んだと思う取組 どちらともいえないと思う取組 進んでいないと思う取組 不明・無回答

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482

n=1,482



15 

 

 

 

図 以前よりも進んだと思う取組（上位） 

 

図 以前よりも進んでいない思う取組（上位）  

29.5%

21.8%

20.6%

18.8%

18.0%

17.5%

13.8%

13.2%

13.2%

12.0%

12.0%

10.3%

8.6%

8.0%

7.9%

4.3%

4.3%

3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

見守りや点検等の通学路での子どもの交通安全確保

市内の主要な幹線道路の整備

自転車走行空間の整備

自転車駐車場の整備

子どもへの交通安全教育

ホームページやチラシ、ポスターによる広報・啓発

自動車・バイク運転者の指導、取締

高齢者への交通安全教育

住民や地域団体が交通安全活動に参加する機会・役割づくり

歩行空間の整備

ガードレール、カーブミラー、街路灯などの交通安全施設の整備

住宅から幹線道路に出るまでに利用する生活道路の拡幅整備

自転車運転者の指導、取締

自動車・バイク運転者への交通安全教育

自転車運転者への交通安全教育

歩行者への交通安全教育

歩行者の注意、指導

一般成人への交通安全教育

回答率

n=1,482

33.9%

33.8%

30.9%

30.1%

28.9%

28.3%

26.3%

26.2%

23.3%

23.1%

21.8%

19.6%

18.6%

18.0%

14.5%

12.2%

12.1%

11.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

自転車運転者の指導、取締

自転車走行空間の整備

歩行空間の整備

自転車運転者への交通安全教育

高齢者への交通安全教育

住宅から幹線道路に出るまでに利用する生活道路の拡幅整備

歩行者の注意、指導

一般成人への交通安全教育

自転車駐車場の整備

歩行者への交通安全教育

ガードレール、カーブミラー、街路灯などの交通安全施設の整備

自動車・バイク運転者への交通安全教育

市内の主要な幹線道路の整備

自動車・バイク運転者の指導、取締

住民や地域団体が交通安全活動に参加する機会・役割づくり

子どもへの交通安全教育

ホームページやチラシ、ポスターによる広報・啓発

見守りや点検等の通学路での子どもの交通安全確保

回答率

n=1,482
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Ⅲ 交通安全に関する知識や学習等について                          

問 12 「新・町田市交通安全行動計画」の認知状況 

○９割以上の回答者が「新・町田市交通安全行動計画」を知らないと回答した。 

 
図 「新・町田市交通安全行動計画」の認知状況 

 

問 13 交通安全に関する情報を何で知ることが多いか 

○交通安全に関する情報を知る手段としては、半数の回答者が「テレビやラジオ」と回答

し、「東京都や市の広報紙」「警察や市が作成したチラシやポスター」が続く。 

○「インターネット」「ＳＮＳ」は 20 歳代～40歳代の回答率が高い。一方で「新聞」「東京

都や市の広報紙」「警察や市が作成したチラシやポスター」は 50 歳代以上の回答率が高

い傾向がみられる。 

 

表 交通安全に関する情報を何で知ることが多いか 

  

3.1%

95.4%

1.5%

知っている 知らない 未回答・不明

n=1,482

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 合計

（n=98） （n=146） （n=310） （n=297） （n=274） （n=343） （n=1482）

テレビやラジオ 42% 51% 49% 50% 52% 48% 49%

警察や市のホームページ 8% 5% 5% 7% 8% 9% 7%

インターネット
（警察や市のホームページは除く）

29% 20% 25% 16% 14% 5% 16%

ＳＮＳ
（フェイスブック、ツイッター等）

35% 23% 13% 9% 3% 1% 10%

新聞 4% 3% 9% 15% 23% 33% 18%

東京都や市の広報紙 12% 12% 21% 36% 40% 51% 33%

警察や市が作成したチラシやポスター 18% 25% 22% 30% 32% 46% 31%

警察や市が行う街頭キャンペーン 6% 12% 11% 9% 12% 12% 11%

地域で行われるイベント 3% 9% 4% 3% 6% 4% 5%

その他 1% 3% 7% 4% 3% 3% 4%

あてはまるものはない 16% 13% 16% 10% 11% 6% 11%
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問 14 どのような方法で、交通ルールやマナーを知ることが有効だと思うか 

○交通ルールやマナーを知るために有効な方法としては、20 歳代以外の年齢階層でも「テ

レビやラジオ」が最も多い。 

○20 歳代～40 歳代は「インターネット」「ＳＮＳ」の回答率が高い。一方で 50 歳代以上は

概ね「新聞」「東京都や市の広報紙」「警察や市が作成したチラシやポスター」の回答率

が高い傾向がみられる。 

 

表 交通ルールやマナーを知るために有効な方法 

 

  

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 合計

（n=98） （n=146） （n=310） （n=297） （n=274） （n=343） （n=1482）

テレビやラジオ 61% 60% 59% 63% 53% 53% 57%

警察や市のホームページ 13% 7% 9% 14% 11% 9% 11%

インターネット
（警察や市のホームページは除く）

43% 27% 39% 29% 20% 8% 25%

ＳＮＳ
（フェイスブック、ツイッター等）

65% 55% 36% 26% 10% 5% 26%

新聞 11% 12% 16% 19% 25% 29% 21%

東京都や市の広報紙 10% 14% 22% 36% 41% 50% 34%

警察や市が作成したチラシやポスター 22% 27% 22% 30% 33% 48% 32%

警察や市が行う街頭キャンペーン 16% 21% 26% 29% 24% 27% 26%

地域で行われるイベント 10% 30% 23% 26% 21% 22% 23%

その他 3% 9% 10% 10% 5% 4% 7%

あてはまるものはない 1% 3% 3% 4% 4% 3% 3%
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問 15 知っている交通ルール 

○「保護者は 13 歳未満の子どもにヘルメットをかぶらせること」の認知が最も低く、「自

転車損害賠償保険等に加入しなければならない」「自転車で歩道を通行する場合は、歩行

者優先で、車道寄りを徐行しなければならない」が続き、自転車関連の交通ルールの認

知状況が低い。 

 

 
図 知っている交通ルール 

  

70.4%

77.5%

82.1%

69.8%

90.4%

75.4%

93.9%

67.1%

43.2%

89.5%

91.5%

81.4%

95.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

道路標識や標示によって斜め横断が可能なスクランブル交差点での横断を除いて、歩

行者は斜めに道路を横断してはならない

自転車は、車道を走行することが原則で、歩道を走行できるのは例外である

自転車では、車道の左側を通行しなければならない

自転車で歩道を通行する場合は、歩行者優先で、車道寄りを徐行しなければならない

自転車の二人乗りをしてはいけない（子ども乗せ自転車等の例外は除く）

自転車は2台並んで走行してはいけない

自転車では夜間ライトをつけなければならない

自転車損害賠償保険等に加入しなければならない

保護者は13歳未満の子どもにヘルメットをかぶらせること

飲酒して自転車を運転してはいけない

自動車に乗るときは、シートベルトを締めなければならない（後部座席を含む）

６歳未満の子どもを車に乗せるときは、チャイルドシートに座らせなければならない

携帯電話やスマートフォンを見ながら、自動車・バイク・自転車を運転しない

回答率

n=1,482
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表 知っている交通ルール（年代別） 

 

  

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 合計

（n=98） （n=146） （n=310） （n=297） （n=274） （n=343） （n=1482）

道路標識や標示によって斜め横断が可能なスクランブル交差点で
の横断を除いて、歩行者は斜めに道路を横断してはならない

63% 66% 72% 71% 71% 72% 70%

自転車は、車道を走行することが原則で、歩道を走行できるのは例
外である

89% 79% 81% 79% 76% 71% 78%

自転車では、車道の左側を通行しなければならない 84% 81% 85% 87% 84% 76% 82%

自転車で歩道を通行する場合は、歩行者優先で、車道寄りを徐行し
なければならない

72% 79% 68% 72% 66% 69% 70%

自転車の二人乗りをしてはいけない（子ども乗せ自転車等の例外は
除く）

94% 93% 91% 92% 91% 86% 90%

自転車は2台並んで走行してはいけない 69% 70% 76% 78% 81% 73% 75%

自転車では夜間ライトをつけなければならない 93% 96% 97% 95% 93% 91% 94%

自転車損害賠償保険等に加入しなければならない 62% 75% 73% 70% 68% 57% 67%

保護者は13歳未満の子どもにヘルメットをかぶらせること 51% 47% 51% 36% 34% 45% 43%

飲酒して自転車を運転してはいけない 88% 95% 95% 92% 89% 82% 90%

自動車に乗るときは、シートベルトを締めなければならない（後部座
席を含む）

90% 93% 93% 93% 93% 89% 91%

６歳未満の子どもを車に乗せるときは、チャイルドシートに座らせな
ければならない

69% 84% 87% 86% 83% 74% 81%

携帯電話やスマートフォンを見ながら、自動車・バイク・自転車を運
転しない

91% 95% 98% 98% 96% 94% 96%
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問 16 今後、市や警察が行う交通安全の取組について重要だと思うもの 

○「高齢者への交通安全教育」「子どもへの交通安全教育」が多く、「自転車運転者への交

通安全教育」「自転車運転者の指導、取締」といた自転車利用者の交通安全ルールの遵守

に対する取組が続く。 

 

図 今後、市や警察が行う交通安全の取組について重要だと思うもの 

  

31.7%

67.3%

38.4%

68.2%

33.9%

34.5%

51.8%

50.0%

27.5%

27.6%

46.2%

18.0%

32.7%

32.7%

45.0%

47.1%

27.7%

41.6%

4.5%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ホームページやチラシ、ポスターによる広報・啓発

子どもへの交通安全教育

一般成人への交通安全教育

高齢者への交通安全教育

自動車・バイク運転者への交通安全教育

自動車・バイク運転者の指導、取締

自転車運転者への交通安全教育

自転車運転者の指導、取締

歩行者への交通安全教育

歩行者の注意、指導

見守りや点検等の通学路での子どもの交通安全確保

住民や地域団体が交通安全活動に参加する機会・役割づくり

市内の主要な幹線道路の整備

住宅から幹線道路に出るまでに利用する生活道路の拡幅整

備

歩行空間の整備

自転車走行空間の整備

自転車駐車場の整備

ガードレール、カーブミラー、街路灯などの交通安全施設の整

備

その他

特にない

回答率

n=1,482
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（参考）以前よりも進んだと思う取組 × 重要だと思うもの 

 

  

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

「進んでいない」と回答した割合

「
重
要
だ
と
思
う
」
と
回
答
し
た
割
合

自転車運転者の

指導、取締

高齢者への

交通安全教育

自転車走行空間

の整備

自転車運転者への

交通安全教育

子どもへの交通安

全教育

歩行空間の整備

見守りや点検等の通学路での

子どもの交通安全確保
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Ⅳ 回答者自身のこと                                     

問 17～問 20 性別・年齢・同居の家族の構成・就業状況 

○回答者の性別をみると、女性の割合が 56.7％となっている。 

○回答者の年齢構成をみると、中高年齢層の回答者が多い。 

○同居の家族の構成をみると、二世代世帯（自分と子ども）が４割を占め、夫婦のみ（事実

婚を含む）が続く。 

○就業状況をみると、常勤が４割を占め、主婦・主夫（家事専業）、無職が続く。 

 

図 回答者の性別 

 

表 回答者の年齢構成 

 
  

42.2%

56.7%

0.1% 1.0%

男性 女性 その他 未回答・不明

n=1,482

男性 女性 その他 未回答・不明 合計 男性 女性 その他 未回答・不明 合計

20～24歳 23 25 0 0 48 3.7% 3.0% 0.0% 0.0% 3.2%

25～29歳 20 30 0 0 50 3.2% 3.6% 0.0% 0.0% 3.4%

30～34歳 28 39 0 0 67 4.5% 4.6% 0.0% 0.0% 4.5%

35～39歳 27 52 0 0 79 4.3% 6.2% 0.0% 0.0% 5.3%

40～44歳 54 76 1 0 131 8.6% 9.0% 100.0% 0.0% 8.8%

45～49歳 75 104 0 0 179 12.0% 12.4% 0.0% 0.0% 12.1%

50～54歳 67 110 0 0 177 10.7% 13.1% 0.0% 0.0% 11.9%

55～59歳 46 74 0 0 120 7.4% 8.8% 0.0% 0.0% 8.1%

60～64歳 61 77 0 0 138 9.8% 9.2% 0.0% 0.0% 9.3%

65～69歳 63 73 0 0 136 10.1% 8.7% 0.0% 0.0% 9.2%

70～74歳 94 108 0 1 203 15.0% 12.8% 0.0% 6.7% 13.7%

75歳以上 67 72 0 1 140 10.7% 8.6% 0.0% 6.7% 9.4%

不明 0 1 0 13 14 0.0% 0.1% 0.0% 86.7% 0.9%

合計 625 841 1 15 1,482 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

回答者数 構成比
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表 回答者の同居の家族の構成 

 

 

表 回答者の就業状況 

 

 

 

男性 女性 その他 未回答・不明 合計 男性 女性 その他 未回答・不明 合計

単身（一人世帯） 79 90 0 1 170 12.6% 10.7% 0.0% 6.7% 11.5%

夫婦のみ（事実婚を含む） 188 232 0 0 420 30.1% 27.6% 0.0% 0.0% 28.3%

二世代世帯（自分と親） 80 102 0 0 182 12.8% 12.1% 0.0% 0.0% 12.3%

二世代世帯（自分と子ども） 218 338 1 1 558 34.9% 40.2% 100.0% 6.7% 37.7%

三世代世帯（自分と子どもと孫） 8 23 0 0 31 1.3% 2.7% 0.0% 0.0% 2.1%

三世代世帯（親と自分と子ども） 24 32 0 0 56 3.8% 3.8% 0.0% 0.0% 3.8%

三世代世帯（祖父母と親と自分） 6 7 0 0 13 1.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.9%

その他 18 15 0 0 33 2.9% 1.8% 0.0% 0.0% 2.2%

不明 4 2 0 13 19 0.6% 0.2% 0.0% 86.7% 1.3%

合計 625 841 1 15 1,482 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

回答者数 構成比

男性 女性 その他 未回答・不明 合計 男性 女性 その他 未回答・不明 合計

常勤 350 232 0 0 582 56.0% 27.6% 0.0% 0.0% 39.3%

非常勤 32 104 0 0 136 5.1% 12.4% 0.0% 0.0% 9.2%

農業、林業、漁業 3 2 0 0 5 0.5% 0.2% 0.0% 0.0% 0.3%

商業、工業、サービス業、その他自由業などの自営業 53 48 1 0 102 8.5% 5.7% 100.0% 0.0% 6.9%

主婦・主夫（家事専業） 1 308 0 0 309 0.2% 36.6% 0.0% 0.0% 20.9%

学生 12 9 0 0 21 1.9% 1.1% 0.0% 0.0% 1.4%

その他 19 31 0 0 50 3.0% 3.7% 0.0% 0.0% 3.4%

無職 152 99 0 2 253 24.3% 11.8% 0.0% 13.3% 17.1%

不明 3 8 0 13 24 0.5% 1.0% 0.0% 86.7% 1.6%

合計 625 841 1 15 1,482 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

回答者数 構成比
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【参考】 目標～施策に対応する確認指標例 

 

 

 

 

目 標 

交通事故（人身事故）件数の削減 

目標の目安：2021年の交通事故（人身事故）件数を 

2016年比 10％減（857件） 

確認指標例：子ども・高齢者・自転車・二輪車・歩行者の事故件数 

交通事故のない安全安心な町田市 

成 果 

人づくり 環境づくり 

○市民等の安全意識の向上 

○他者へのおもいやり意識の醸成 

確認指標例： 

交通安全に気を付けている（交通安全行
動を取っている）子ども・高齢者・自転車・
二輪車・歩行者の割合 

○安全な道路交通環境の創出 

 

確認指標例： 

安全に道路を通行できると感じている子ど

も・高齢者・自転車・二輪車・歩行者の割

合 

めざす姿 

施 策 

「事故を起こさない・事故に遭わない人づく

り」を進める施策 

 

確認指標例： 

交通安全教室の回数・人数 

啓発活動の回数・人数※１

「事故が起きない道路交通環境づくり」を進

める施策 

 

確認指標例： 

道路、歩道の整備延長※１,2 

安全施設の設置件数等※2 

交通安全対策件数※１ 

市、警察、協働団体、地域・市民の連携・協力による施策の着実な実施 



課題

＜社会環境の変化への対応＞

・道路交通法の改正や先進技術の進展など、交通安全に関する社会環境が変化
するとともに、新しい日常の実践により、時間や場所を限定するこれまでの手法か
ら工夫する必要がある。
＜交通安全意識の傾向及び情報の発信の充実＞

・交通安全意識の違いによって交通ルールの認知度に差があり、交通安全意識が
高いほど交通ルールの認知度が高い傾向にある。

・交通ルールを知るのに有効な方法についても、交通安全意識の高さによって傾
向があるため、多様な方法を活用して交通ルールを知らせることが必要である。
＜危険を意識することの重要性及び学ぶ機会の創出＞

・歩行者の死亡・重傷者のうち、横断歩道を通行中に事故にあったケースが多いこ
とから、交通ルールを守ることに加え、危険を意識することも重要である。

・交通安全意識が高いほど危険意識度が高まる傾向にあることから、危険に気付
けるように学ぶ機会を提供する必要がある。

施策の方針

＜道路の維持、管理の継続＞

市民生活の基盤となる道路は、安全に利用できるように維持、管理を行うこと
が必要である。市民意識調査によると、住まい周辺の道路の安全度について、
過去3年度と比較すると大きな変化ないものの、カーブミラーやガードレールなど

の安全施設の設置及び補修の要望件数は、年々増加しているため、安全性を高
める施設等の維持、管理が必要である。
＜道路の整備の継続＞
2021年度市民意識調査において、道路網の整備、自転車を利用しやすい環境

づくりが今後優先すべき取組の上位にあげられている。そのため、安全な交通環
境を整えるため、引き続き、道路の整備が必要である。
＜安全を確保する点検の実施の継続＞
2017年島根県益田市、2019年滋賀県大津市、2021年千葉県八街市で子どもを
巻き込む交通事故が発生しており、市民の関心は高い。一方、2021年度市民意
識調査において、危険な交差点が多いと感じている割合は、2016年度と変わりな
い。このことから引き続き、安全を確保する点検を継続していく必要がある。

人
づ
く
り

環
境
づ
く
り

①

①

情報発信の強化

社会環境の変化に応じて、新しい情報を迅速に多世代の人々に伝えるため、
ＳＮＳやインターネット等も活用し、いつでも、どこでも、だれでも情報を入手で
きるように強化する。

②

②

③

交通安全学習の充実

交通ルールを守ることに加え、迫りくる危険に気付くことができるように、
危険を予測し、回避する力を高めるための学びの機会を創出する。

道路の維持、管理
市民が安全に利用できる道路環境を保つため、道路の安全施設などの設置
や修繕、道路の管理を適切に行います。

道路の整備

市民に安全な道路を利用できる道路環境を創出するため、幹線道路等や自
転車走行空間の整備を行います。

安全を確保する点検の実施

関係者が連携して危険箇所等の点検を行い、その結果を踏まえて必要な対
策を実施する。

※東京都の計画における重視する視点（子ども、高齢者、自転車、二輪車、飲酒、新しい
日常）を考慮しつつ、取組を進めていきます。

資料９
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目標値について 

 

■現行計画の目標値 

２０２１年の交通事故（人身事故）件数を２０１６年比１０％減（８５７件） 

 

■近年の交通事故件数（人身事故）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第３次計画の目標値（案） 

２０１７年から２０２０年まで交通事故件数は減少傾向であり、今後もその傾向が続くと

予測した場合、２０２６年の交通事故件数は２０１９年比８％減になる想定される。 

なお、２０２０年の交通事故件数の大幅な減少は、外出自粛等の影響が大きいと考えられ

るため、２０１９年の交通事故件数と同数として予測を行った。 

第３次計画では、今までの活動に加え、新たな取組も実施・展開することから、予測値の

８％減に、新たな取組の効果としてさらに２％減を加えることとし、計１０％減を目標値と

する。 

 

⇒７７０件（２０１９年（８５５件）×９０％） 

第１次計画 現行計画 

資料１０ 

第３次計画 

（出典：警視庁交通年鑑） 



めざす姿 交通事故のない安全安心な町田市

目 標 ２０１９年比１０％減 トレンド値８％ 努力値２％

振
り
返
り
・現
状

目
標
等

人づくり

•市民等の安全意識の向上→ 交通ルールを知ること

•他者への思いやり意識の醸成→ 危険を予測する力をつ
けること

•市民等の交通安全活動の普及→ 交通安全活動に取り組
むようになること

環境づくり

•安全な道路交通環境の創出

成
果

「事故を起こさない・事故に遭わない人づくり」を

進める施策

情報発信の強化

交通安全学習の充実

「事故が起きない道路交通環境づくり」を進める施策

道路の維持・管理

道路の整備

安全を確保する点検の実施

・市民等が知りたい・知らない交通ルールを把握し、多
様な媒体を使って発信する

・他組織と連携・協力して、危険予測力を高める機会を
提供する
・市民等が発信したくなるような内容の情報を発信する

※市民意識調査からわかったこと

・交通安全意識が低いほど、交通ルールは知らない割合が高く
なる
・交通安全意識が低いほど、危険と認識しない割合が高くなる

・市民や地域団体が交通安全活動に参加することを重要と思う
割合は、前回調査時と同様一番少ない

・交通ルールをいつでもどこでもだれでも学べるように、
インターネット等を活用した学習の機会をつくる
・危険予測力が高める体験型の学習を実施する
・市民等による交通安全活動ができる教材を提供する

施
策

・市民が安全に利用できる道路環境を保つため、道路
の安全施設の設置や修繕など道路の管理を実施する

・市民に安全な道路を利用できる道路環境を創出する
ため、幹線道路等や自転車走行空間の整備などを実
施する

・関係機関が連携し、危険箇所等の点検を行い、その
結果を踏まえて必要な対策を実施する。

資料11

目標：2021年交通事故件数2016年比10％減（857件） 2018年851件、2019年855件、2020年666件

成果の結果 施策の振り返り 交通事故の現状

①交通安全をとても意識する割合は、
前回調査時に比べ減少しており、意識
する層の割合も減少している。

なお、減少した要因として、外出自粛
により、運転・通行する頻度が減ったこ
とが考えられる。

②道路の安全に通行できると感じる割
合は、前回調査時とほとんど変わらな
い。

①他機関との協働事業の実施や地域
イベントへの参加を通して、今まで啓発
できていなかった層にも伝えることがで
きた。

②新たな生活様式の導入に伴い、啓発
を行うにあたり、集合形式だけでなく、
インターネット等を活用する等対面以外
の方法を模索することが必要になって
いることが分かった。

市内の交通事故は年々減少しているが、
減少率は第１次の計画のときと比べて
小さくなってきている。

全国、東京都ともに減少はしているもの
の、全国の減少率に比べ、東京都の減
少率は大幅に小さい。

高齢者の限定免許など、交通事故防止
に影響が大きい法律改正が今後も予
定されている。



1 

 

 

東京都及び町田市の交通事故状況、法令改正について 

 

１ 交通事故（人身事故）件数の比較：東京都・町田市 

 

 

 

 

・東京都全体の交通事故(人身事故)件数は、2000 年の 88,937 件をピークに年々減少し続け、

2019 年には 30,467 件（2000 年時点の約 34％）まで減少しました。ただし近年は減少率が低

下し、ほぼ横ばいの状況となっています。 

・町田市においても、交通事故(人身事故)件数は 2000 年の 3,254 件をピークに年々減少し続け

ています。2015年に初めて年間1,000件を下回り、2019年には 855件（2000年時点の約26％）

まで減少しました。しかし、近年は減少率が低下しています。 
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２ 道路交通法の改正 

施行時期 主な改正点 

2013年12月 ➢ 悪質・危険運転者への運転者に対する罰則が強化されるとともに、運転者

の周辺者に対する罰則も整備 

➢ 自転車の検査等に関する規定の新設 

➢ 軽車両の路側帯通行に関する規定の整備 

2014年4月 ➢ 環状交差点における車両等の交通方法の特例に関する規定の整備 

2015年6月 ➢ 自転車の運転による交通の危険を防止するための講習に関する規定の整備 

2017年3月 ➢高齢運転者への臨時認知機能検査と講習の実施（高齢者講習の見直し、臨時

認知機能検査・臨時高齢者講習制度の新設、臨時適性検査制度の見直し） 

➢準中型自動車免許の新設（18歳から取得可能） 

➢免許仮停止の範囲を拡大 

2019年12月 ➢携帯電話使用等対策の推進を図るための規定の整備（運転中のスマホ等利用

に対する罰則の強化） 

2020年6月 ➢妨害運転（あおり運転）に対する罰則の創設等 

（出典）警察庁ホームページ等 

 

・近年の道路交通法の改正点は以下のとおりです。前計画策定後は、運転免許証の高齢者講習

制度の変更やあおり運転に対する罰則の創設などの改正が行われています。 

 

３ 「東京都自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」の改正 

・東京都の本条例は、交通ルールの習得や点検整備の実施といった自転車利用者が守るべき事

項を明らかにするとともに、関係者の役割を明らかにして、自転車の安全で適正な利用を社

会全体で促進することを目的として、制定された条例です（平成 25 年 7 月施行）。 

・令和元年９月には、自転車の安全で適正な利用の更なる促進を図るための改正が行われ、自

転車損害賠償保険等への加入が義務化されました（令和 2年 4月施行）。 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 平均

とても意識する（716人） 75.00 78.77 84.08 71.09 89.94 78.77 93.58 71.65 48.60 90.92 93.02 84.50 97.07 81.31

意識することがある（514人） 68.68 76.65 83.27 70.04 91.25 73.93 94.75 64.79 41.05 89.49 90.27 81.13 96.30 78.58

時々意識することがある（189人） 62.96 77.78 74.07 66.67 90.48 72.49 95.77 64.02 33.33 87.83 92.06 79.37 94.18 76.23

どちらでもない（17人） 52.94 70.59 76.47 76.47 88.24 64.71 88.24 41.18 23.53 88.24 94.12 70.59 94.12 71.49

あまり意識することはない（34人） 50.00 73.53 70.59 47.06 85.29 50.00 82.35 38.24 32.35 70.59 76.47 50.00 76.47 61.76

意識することはない（3人）

まったく意識しない（4人）

それぞれ回答者が僅少のため、分析対象から外した

交通ルールを知っている割合

☆ よく知られている交通ルール
「携帯電話やスマートフォンを見ながら、自動車・バイク・自転車を運転しない」
「自動車に乗るときは、シートベルトを締めなければならない」
「自転車では夜間ライトをつけなければならない」

☆ あまり知られていない交通ルール
「保護者は13歳未満の子どもにヘルメットをかぶらせること」
「自転車損害賠償保険等に加入しなければならない」
「（一部除いて）歩行者は斜めに道路を横断してはならない」

交通ルールを知っている割合が大きいほど、交通安全意識が高い。
→ 交通安全意識を高めるために、交通ルールの周知に力をいれる必要がある。

問3 あなたは日常生活のなか

で、交通安全について意識する
ことがありますか。
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中学生以下 概ね高校生 高齢者

自転車 徒歩 バイク 自転車 徒歩 自動車 バイク 自転車 徒歩 平均

とても意識する（716人） 55.73 47.63 26.96 62.71 28.07 52.23 22.21 50.56 53.07 44.35

意識することがある（514人） 45.33 43.19 19.65 54.67 28.02 45.33 21.21 45.14 48.83 39.04

時々意識することがある（189人） 39.68 33.86 13.76 42.33 21.69 33.86 11.64 33.33 47.09 30.81

どちらでもない（17人） 35.29 23.53 11.76 35.29 11.76 29.41 17.65 29.41 29.41 24.84

あまり意識することはない（34人） 23.53 17.65 5.88 20.59 8.82 35.29 8.82 17.65 32.35 18.95

意識することはない（3人）

まったく意識しない（4人）
それぞれ回答者が僅少のため、分析対象から外した

子どもや高齢者が道路を利用していて危ないと思う割合

☆ 危ないと思う場面
「高校生の自転車」「高齢者の徒歩」「中学生以下の自転車」

危ないと思う割合が大きいほど、交通安全意識が高い。
→ 交通安全意識を高めるために、危険予測をする機会を増やす必要がある。

問3 あなたは日常生活のなか

で、交通安全について意識する
ことがありますか。
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テレビ
ラジオ

HP ネット SNS 新聞
広報
紙

チラシ
ﾎﾟｽﾀｰ

街頭
啓発

地域
ｲﾍﾞﾝﾄ 平均

とても意識する（716人） 58.38 12.29 24.16 22.63 23.46 36.45 33.80 27.09 23.88 81.31

意識することがある（514人） 57.39 9.92 27.63 28.40 19.46 33.46 33.66 27.24 24.12 78.58

時々意識することがある（189人） 57.14 7.94 23.28 30.69 15.87 30.16 27.51 20.63 16.40 76.23

どちらでもない（17人） 52.94 5.88 41.18 29.41 11.76 11.76 5.88 5.88 11.76 71.49

あまり意識することはない（34人） 41.18 8.82 11.76 20.59 5.88 17.65 14.71 14.71 26.47 61.76

意識することはない（3人）

まったく意識しない（4人）

それぞれ回答者が僅少のため、分析対象から外した

交通ルールやマナーを知るのに有効な方法

☆ 有効な方法
「テレビ／ラジオ」「SNS」「広報紙」「インターネット」

全体を通して、テレビやラジオが一番有効な方法と感じている。

交通安全意識が高い層は、広報紙やチラシを挙げる割合が大きく、交通安全意識が
低い層は、インターネットやSNSを挙げる割合が大きい。

問3 あなたは日常生活のなか

で、交通安全について意識する
ことがありますか。
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